




Analyzing the Vygotskian manuscript “The Concrete Psychology of the 
Human Being"， this paper aims to clarify three probl巴ms: 1) how 
Vygotsky psychologically understood Karl Marx's “The Sixth Thesis 
Concerning Feuerbach"， 2 ) what differences existed between the 
conceptions of “drama" of the French philosopher George Politzer and 
Vygotsky， and 3) what was the linking point among Vygotskian theories 
of mediated development and of personality development? Through these 
studies， we d巴velopeda new scheme concerning Vygotskian personality 
theory， which clarifies not only the developmental law of general 
personality but the approach to the personality of each concrete individual. 

















2007 a， 2007 b， 2007 C)。
この小論では，上記の第1，第 2の道が本格的に開拓されていくうえで，エポック ・メイキ
ングな著作といえる 「人間の具体心理学J(BbliOTCKI1H，江C.，1929/2003)を少々詳しく考察す
ることにしたし、。分析の主な課題となるものは，カール ・マルクス 0818~ 83年)の 「フォイ
エルバッハに関する第6テーゼJ(1845年)の心理学的解釈， ジョルジュ ・ポリツェル 0903~ 
1942年)とヴィゴツキー (1896~ 1934年〕の 「ドラマ」概念、の異同，媒介的発達理論と人格発
達理論の結節点，の三つである。
ヴィゴツキー「人間の具体心理学」に関する先行研究
ヴィゴツキー 0896~ 1934年)が 1929年に執筆したと推定される草稿 「人間の具体心理学」
は， ロシア (1日ソヴィエト)でようやく 86年に公表されたものであり，内容的には，草稿執筆
の直後に書かれた 『高次心理機能の発達史J(BbliOT回目前，刀.C.， 1931/ 1983// 2005)の基本的な
理念(つまり媒介的発達理論)がメモの形で書き綴られた部分と， ポリツェルの 『心理学の基礎















主義へ移行するのは，寺内礼(寺内礼， 2002) ならびに リュシアン・セーヴ 0926 年~)によれ
ば 1929年のことと考えられる (Seve，L.， 1969/1981//1978)。前者は「ポ リツェルの 1929年の
変貌J(寺内礼， 2002， p.313)と述べ，後者は 『具体心理学評論』誌第 2号 (1929年7月)に掲
載されたポリツェルの諸論考 (1編者のことばJ1具体心理学はどこへ行くのかJ)に注目している。















具体的生活である「ドラマこそ心理学の本来の客体J(Po!itzer， G.， 1928/2003， p.256//2002， p 
286) であるという， 心理学の対象規定にある O ただ， ポリツェルはまだそれにアプローチし
うる固有の研究方法を明らかにする点では弱さをもっていた。彼がそうした研究方法として挙

































ツェルは 『心理学の基礎への批判』公刊の翌年， I心理学は人間的事実の 『秘密』をいささか
も持っていなし、。 それは， その 『秘密』 が心理学的次元に存在していなL、からにほかならな
いJ(Politzer， G.， 1929/1981， p.170)と述べ，それ以降，マルクス経済学の研究に向かったので
あるが， セーヴはまさしくこの 「秘密」 は 「社会的諸関係の総体」 であると考えたのである
(Seve， L.， 1969/1981， p. 193//1978， p.204)。 それは具体心理学の探究の 「迂回路J(Seve， L. 
1987， p.218)とでも呼ぶべきものであった。
他方， ヴィゴツキーはそれとは違う道を歩んでいる O ポリツェルが《人間の 「秘密」は心理

































的諸関係」が 「人間の具体心理学」 のなかには数多く例示されている。たとえば，指差 しのよ























影響のもとに，舞台芸術から経験科学に転移されたJ(Yaroshevsky， M.， 1989， pp.232) ものと
されるが，中村も指摘するように，むしろフロ イ卜 から学びとられたものであり，またポリ
ツェル自身， Iシナリオ」や 「俳優」の語を用いてはいるが， この概念から 「ロマン主義的な
響き」を捨象し，I~感動的な』意味」 を排除し， この概念を 「客観的な事実」 という意味で使


























なことば一一 「主観的心理学と客観的心理学の真の総合J(Politzer， G.， 1928/2003， p. 247// 
2002， pp. 277). I私の身ぶりの純粋な生理学的機構に関する考察が心理学的観点の手前にある
のだとすれば，内観的記述はその向こう側にある。 心理学者の観点はドラマと完全に一致す
る。J(Politzer， G.， 1928/2003， p. 248//2002， pp. 277 -278)は，そのことを示している O
このような意味で，具体的個人としての私にかかわる内面と外面， 主観心理学と客観心理学，




た行動のもつ人間的意味 (unsens humain)こそ ドラマの核心となる (Politzer，G.， 1928/2003， 
p. 248 -349//2002， pp. 278)。まさ しくそれが I~ ドラマの意味JJ (Je {sens du drame})であり，
ドラマが内面的でも空間的でもないのは， ドラマ的要素とは意味(Jasignification) にほかな






























なるヒエラルヒーが得られる (BbII'OTCK目前，冗 C.，1932/ 1982//1976//2000)。次の図式では， そ
れぞれの項目において左の項目が右の項目を規定している。
・現実的思考 :思考 想像 情動









メントと環境的モメントの統一体であった (BbII'OTCK目前，凡C.，1933/1984 c. 382 -383//2002， p.









ヴィゴツキーの 「人間の具体心理学」のなかには， I私の文化的発達の歴史は， 具体心理学
の抽象的研究であるJ(BblrOTClG1礼凡c.，1929/2003， c.1031)というフレーズが記されている。
































なるが， 30年の普遍的次元で、の心理システム論 (BblrOTCK目前， 刀.C.， 1930/1982)， さらに前号で
その骨格を示したような年齢期，構造，心理的新形成物，危機，発達の社会的状況などの諸概
念にもとづく人格の普遍的発達理論などの普遍的次元での機軸である O 第2のものは，具体的
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図 ヴィゴツキ一理論の発展の 3つの道 (30年代)
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<30年代につながってL、く主な著作)25 = r芸術心理学Jl(邦訳同名)，27 =r心理学の危機の歴史的意味』
(邦訳 『心理学の危機J)
《媒介的発達理論の系譜に位置する著作>28 =1子どもの文化的発達の問題j，29 =1人間の具体心理学j，
31 =r高次心理機能の発達史J(邦訳 『文化的 歴史的精神発達の理論J)，34 =r思考と言語J(邦訳同名)
《人格発達論の系譜に位置する著作・人格の普遍的発違法貝IJ)30 =1心理システムについてj，31 = r高次
心理機能の発達史J(特に最終章，邦訳前出入 31=r少年期の児童学J(邦訳 『思春期の心理学J)，33 = 
「年齢の問題j(邦訳 『新・児童心理学講義』所収)
《人格発達論の系譜に位置する著作・具体的個人の人格)29 = 1人間の具体心理学j，32 = r心理学に関す
る講義Jl(邦訳 『子どもの心はつくられるJl)，33 = 17歳の危機JC邦訳 『新・児童心理学講義』所収入 34= 
『児童学原理J(とくに 「児童学における環境の問題j)















































ユ ・ザヴェルシネヴァ 「エリ ・エス ・ヴィゴツキ ーの学術史の時期区分の問題によせて」





日付は 32年)が見つかっており， そのプランのなかには， r意識の問題』 というタイトルがつ
けられたものが含まれ， 内容的には 『思考と言語』 がその序論に位置している (3aBepWHeBa，
E. 10.， 2006， c.285) 0 (残念ながら 『意識の問題』の目次または概要は女史の論考では示されていない)
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味することになるであろう。もっぱら 『思考 ことば』の連関の路線に沿った第 lの解答と




の構成部分であるJ(TaM lKe， C.289)0 (女史はこのように，思考研究の深化が3つの経路を通って意
識の理論に達すると立論している。 3つの経路は上で述べた筆者の仮説と似ているが，筆者の場合は 「人
間の心理学」に達するという点，心身問題を位置づけている点で，女史の立論とは違っている)
( 3 )未発表の 「メモ帳J(32年)によれば，ヴィゴツキーは，意義 〔語義〕の背後には，意












感情論における 『短論文』と 『エチカ』の違いはここにあり， ヴィゴツキーが 『エチカ』から心理学的問
題を摂取しようとしなかったとは考えにくいので， 当然ながら心身問題も重きをなしてくるであろう)
( 5 )意義 〔語義)，意味，心的体験の関連について女史はヤロシェフスキーを批判しつつ，
次のように立論している 「新 しい理論のなかに発生した矛盾は，ヴィゴツキーが二つの分










るのである。J(TaM }Ke， c.292 -293) 
ところで，問題は，意味と心的体験の関係をどのように捉えるかということであった。上記

































(1)中村が挙げているロシアとアメリカの研究は， ミハイル ・ヤロシェフスキーの 『レフ ・ヴィゴツ
キー J(Yaroshevsky， M.， 1989)，同 『レフ ・ヴィゴツキー:新しい心理学の探究J(サンク卜 =
ベテルフザルグ， 1993年)，アメデオ ・ジョルジ 「ジョルジュ ・ポリツェルの心理学J(r心理学の基
礎への批判』 モリス ・アプレイ訳 Duquesne大学， 1994年の序文)である。 たとえば， ヤロ
シェフスキーは次のように述べている。一 “Theconc巴ptof drama， transferred by Politzer， 
under the influence of Marxism， from the art of the theatre to empirical sci巴nce，was 
tested in the psychology of personality...， in historical psychology...， in social 
psychology. . .， and in the analysis of the neuro-mechanisms of the self-regulation of 
behaviour." (Yaroshevsky， M.， 1989， pp. 232 -233) 
( 2 )したがって， r心理学の基礎への批判』の思想的基盤は未確立であったとしなければな らなし、。ポ
リツェルの同時代人であるルフェーフールは次のように述べている。一「この書は心理学的方法と理
論を批判しながら構築部分 具象心理学 を準備しようとしたものだった。 そこでは実験
心理学がもっとも激しく攻撃されている。具象心理学については， 行動主義， ゲシュタルト心理
学，精神分析および意識記述を折衷したものでかなりあいまいに合成したものである。雑多な混
滑なのである。J(寺内礼， 2002， pp. 322 -323より引用)
( 3 )もしヤロシュフスキーのいうように， ドラマの概念、が 「舞台芸術から経験科学に」転移されたも




( 4 )筆者は以前，このフレーズの後半にあるこ諮， a6crpaKTHaH pa3pa6oTKa Cアブストラクトナヤ ・
ラズラボートカ，抽象的研究〕を 「抽象的加工」と訳していた。2005年8月，中村は筆者に 「抽






( 5 )ザヴェルシネヴァが指摘するヤロシェフスキーのことばは， 彼の 『レフ ・ヴィゴツキー』英語版
(Yaroshevsky， M.， 1989)のなかには見つからなかった。ただし，この書物では心的体験と語の
意味との関係が次のように規定されている。 一一Theseexperiences were embodied in the 
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